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お
宝
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名前のない滝

六所神社跡

白
滝
林
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つ
く
ば
道

八坂神社 蔵王神社

大御堂

すずやかな３本の流れ

筑波山のながめも最高！

名もなき滝発見！

隊長の家から出発です！

湧き水

筑波山神社

探検マップ白滝古道

そこかしこに秋の気配が…

収穫の終った棚田 又
次
沢

流
灌
項
沢

千
手
川 もうひとつのガマ石

往路

復路

神秘的な趣…

北

す
そ
み
歳
事
記

10.11.12月

●「
す
そ
み
の
森
づ
く
り
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

昔
の
里
山
を
と
り
も
ど
す
活
動
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
雑
木
林
の
下
刈
り
、
間
伐
、
山
道

整
備
な
ど
。
初
心
者
歓
迎
。
昼
食
に
地
元
食

材
の
炊
き
出
し
が
あ
り
ま
す
。
／
11
月
17
日

(

土)

9
時
半
〜
15
時
、
六
所
児
童
館
集
合
／

〔
問
〕
つ
く
ば
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
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5
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●
田
井
の
里
の
秋
祭
り

●
筑
波
山
麓
自
然
学
校

森
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
　

「
紅
葉
の
森
に
行
こ
う
」
11
月
10
日(

土)

10

〜
12
時
半
／
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
案
内
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
落
ち
葉
図
鑑
づ
く
り
／
参
加
費

7
0
0
円
（
お
に
ぎ
り
弁
当
付
き
）�

親
子
で
自
然
体
験

「
焚
き
火
と
ク
リ
ス
マ
ス･

ク
ラ
フ
ト
」

12
月
1
日(

土)

10
〜
15
時
／
ネ

ー
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
で
森
の
散
策
、

自
然
素
材
の
ク

ラ
フ
ト
、
焚
き

火
で
焼
い
た
パ

ン
と
大
鍋
シ
チ

ュ
ウ
の
昼
食
、

焼
き
芋
な
ど
／

参
加
費
9
0
0
円

（
昼
食
付
き
）／

〔
問
〕
筑
波
ふ
れ
あ
い
の
里
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2
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8
6
6-

1
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1
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�

　
お
話
：
櫻
井
誠
さ
ん

　
聞
き
手
：
里
山
建
築
研
究
所
　
居
島
、
上
野

「
す
そ
み
ろ
く
」
第
3
号
で
お
伝

え
し
た
再
生
茅
葺
き
民
家
、
「
六

所
の
家
」
で
さ
る
9
月
2
日
、
結

婚
披
露
宴
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
花

嫁
は
、「
す
そ
み
ろ
く
」
編
集
メ
ン

バ
ー
の
居
島
真
紀
さ
ん
。
こ
の
地

域
に
伝
わ
る
花
嫁
を
迎
え
る
儀
式
、

提
灯
取
り
替
え
な
ど
の
古
式
を
再

現
。
新
郎
の
関
根
義
徳
さ
ん
と
も

ど
も
温
か
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

家
の
オ
ー
ナ
ー
の
入
澤
美
時
さ
ん

も
「
願
っ
た
り
」
と
終
始
ご
満
悦

で
し
た
。
野
末
た
く
二（
編
集
部
）�

軽トラを運転して入場してきた花嫁を地元に伝わる「提灯取り

替え」で迎えた子どもたち。

茅葺き古民家で結婚披露宴

すそみの花嫁

松枯れ跡地で専門員から説明を受ける�

区長さんの奥様手づくりの昼食をいただきながら話し合い�

白滝神社�

鎮座地・つくば市臼井字白滝2099／祭神・日本武尊／祭祀・8月28日／境内・2,425坪／由緒沿革・不詳／日本

武尊東征の折り、鬱蒼と茂る山道に行く先見失ったとき、白瀧から飛び立った白鳥に導かれ、目的地行くこ

とができたので、神社を寄進したとの言い伝いあり。�また、『筑波誌』（明治14年/杉山友章著）に、「此瀧

は風癲病に特効ありとて、多くの人来たりて、瀧に浴する」と記されている。森田源美（白滝神社総代）

大
活
躍
で
し
た
。
途
中
、
名
も
な
き
滝
を

発
見
。
人
家
が
も
う
す
ぐ
と
い
う
所
。
昔

は
こ
こ
で
遊
べ
た
の
だ
と
か
。

　
実
際
山
道
を
歩
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、

山
に
人
の
手
が
入
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
生
活
の
一
部
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
た
山
か
ら
人
々
が
離
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
か
つ
て

は
美
し
く
整
え
ら
れ
て
い
た
山
中
の
姿
が
、

忘
れ
さ
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
哀
し
い
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
遮
那
ひ
ろ
み（
神
郡
地
区
）

し
ゃ
な

●
白
滝
古
道
復
活
に
向
け
て

飯村造園資材

庭石、筑波石、各種とりそろえてあります

心がなごむ庭づくり

お気軽にご相談くださいつくば市臼井1747-2 TEL 029-866-1678

さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。
宮
山
か
ら
先
に
は
、

松
枯
れ
跡
地
が
あ
り
、
倒
木
が
道
を
ふ
さ

い
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
区
外
の
応
援

団
も
募
っ
て
、
白
滝
へ
の
山
道
の
整
備
や

森
の
手
入
れ
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山
の
手
入

れ
で
出
た
材
を
薪
に
し
た
り
、
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
間
伐
材
を
足
場
丸
太
に
加
工
し
た

り
し
て
利
用
を
考
え
、
材
の
地
域
循
環
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
次
回
は
11
月
17
日
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

田
中
ひ
と
み（
つ
く
ば
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

絵：菊地薫（田井小学校5年）

◆ 

10
月�

10
日
　
イ
ノ
コ
ロ
モ
チ
　
最
初
の
亥
の
日
に

　
　
　
餅
を
つ
き
神
棚
に
そ
な
え
る
。
害
虫

　
　
　
を
食
べ
て
く
れ
る
蛙
へ
の
供
養
と
も
、

　
　
　
「
カ
エ
ル
の
モ
チ
シ
ョ
イ
」
と
し
て

　
　
　
蛙
が
こ
の
餅
を
背
負
っ
て
冬
眠
す
る

　
　
　
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。�

23
日
　
マ
チ
　
集
落
の
守
り
神
の
例
大
祭
日
。

　
　
　
作
物
収
穫
の
感
謝
と
集
落
の
安
寧
、

　
　
　
繁
栄
を
祈
願
す
る
神
祭
事
。
前
々
日

　
　
　
頃
に
は
、
つ
い
た
餅
を
親
戚
に
配
り

　
　
　
「
マ
チ
呼
び
」
を
す
る
。

◆ 

11
月�

1
日
　
筑
波
山
神
社
の
御
座
替
り
祭�

15
日
　
七
五
三
の
祝
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
氏
神
様
　
割
竹
と
藁
で
祠
を
作
り
替

　
　
　
え
、
屋
敷
氏
神
に
御
幣
を
あ
げ
赤
飯

　
　
　
を
供
え
る
。

◆ 

12
月�

1
日
　
カ
ワ
ピ
タ
リ(

カ
ピ
タ
リ
餅)

　
水
難

　
　
　
除
行
事
。
餅
を
水
神
様
に
供
え
る
。

　
　
　
河
童
に
引
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
川
、

　
　
　
堀
に
餅
を
投
げ
入
れ
る
。�

8
日
　
こ
と
八
日(

笹
神
様
の
お
祭
り)

　
２

　
　
　
月
８
日
の
「
コ
ト
ハ
ジ
メ
」
に
対
し

　
　
　
て
「
コ
ト
オ
サ
メ
」
。
笹
を
束
ね
た

　
　
　
３
本
足
の
台
座
に
、
う
ど
ん
又
は
白

　
　
　
米
飯
を
供
え
、
表
玄
関
、
南
側
の
庭

　
　
　
に
置
く
。（
２
月
は
裏
玄
関
、勝
手
口
）�

20
日
　
エ
ビ
ス
講
　
そ
ば
又
は
白
米
飯
を
用

　
　
　
意
し
、
恵
比
寿
、
大
黒
様
の
掛
け
物

　
　
　
を
か
け
二
ツ
膳
を
供
え
て
尾
頭
付
き

　
　
　
魚
を
あ
げ
る
。

　
9
月
29
日
、
「
す
そ
み
の
森
づ
く
り
・

古
道
復
活
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
地
元
田

井
地
区
の
方
々
、
六
所
万
葉
の
里
保
存
会

の
メ
ン
バ
ー
、
「
す
そ
み
ろ
く
」
実
行
委

員
、
つ
く
ば
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
関
係
者

な
ど
25
人
が
集
ま
り
、
茨
城
県
県
南
地
方

総
合
事
務
所
林
務
課
の
細
田
浩
司
氏
よ
り
、

森
林
整
備
の
仕
方
や
、
安
全
な
作
業
方
法

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
小
雨
に
な
っ
た
の
で
、
六
所
神
社
跡

よ
り
白
滝
へ
登
る
昔
の
道
を
た
ど
っ
て
歩

き
ま
し
た
。
鎌
や
鋸
、
剪
定
バ
サ
ミ
な
ど

を
手
に
、
道
を
ふ
さ
ぐ
篠
や
低
木
を
刈
り

な
が
ら
宮
山
の
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

雨
が
降
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
予
定
し
て

い
た
倒
木
処
理
は
見
合
わ
せ
ま
し
た
が
、

大
勢
で
往
復
し

た
こ
と
で
、
宮

山
ま
で
は
す
っ

か
り
道
に
な
り

ま
し
た
。�

　
集
合
し
た
六

所
児
童
館
に
も

ど
っ
て
、
今
後

の
整
備
に
関
し

て
の
話
し
合
い

を
し
ま
し
た
。

道
沿
い
の
林
は
か
つ
て
薪
炭
林
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
雑
木
林
・
松
林
と
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
で
す
が
、
手
入
れ
不
足

で
大
変
暗
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
宮
山

の
頂
上
か
ら
は
筑
波
山
も
見
え
景
色
が
よ

か
っ
た
と
の
こ
と
、
手
入
れ
を
し
て
昔
の

景
色
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
声
が
た
く

11
月
23
・
24
日
／
神
郡
の
２
つ
の
石
倉
と
つ

く
ば
道
沿
道
を
会
場
に
、
筑
波
山
三
十
六
景

木
版
画
展
、
瓦
あ
か
り
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、

竹
細
工
た
く
み
の
技
の
紹
介
、
農
産
物
販
売

な
ど


